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９９
月
定
例
会

月
定
例
会

　

９
月
定
例
会
は
９
月
５
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
令

和
６
年
度
決
算
認
定
や
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、 

人
事

な
ど
13
議
案
と
、
報
告
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
通
り
認
定
・

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
決
算
認
定
採
決

令和６年度一般会計決算

歳入　37億8,917万円
を認定

歳出　35億8,364万円　　　

令和６年度　会計別決算額
会　　　　計　　　　名 歳　　　　入 歳　　　　出

一 　 般 　 会 　 計 ３７億８, ９１７万円 ３５億８, ３６４万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） ２億７, ６１５万円 ２億４, ７６４万円
国 民 健 康 保 険（ 施 設 勘 定 ） １億６, ３７２万円 １億６, ３７２万円
介 護 保 険 ６億１, ６２８万円 ５億９, ０７５万円
後 期 高 齢 者 医 療 ５, ０２４万円 ４, ９９５万円

簡 易 水 道 事 業 会 計
収益的収支 １億６, ５１５万円 １億６, ５１４万円
資本的収支 １億５, ７４３万円 １億７, ０９６万円

下 水 道 事 業 会 計
収益的収支 １億６, ４６３万円 １億３, ９６１万円
資本的収支 ３, ０６１万円 ５, ６７６万円

財政健全化比率 （町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断する
ためもの）

財政は健全と判断（比率が健全化判断基準内）
指　標　名 比　率 健 全 化

判断基準 指　標　の　説　明

実質赤字比率 ― １５. ０% 一般会計の赤字の大きさを町の財政規模に対する割合で示し
たもの。黒字決算であり数値がありません。

連結実質赤字
比 率 ― ２０. ０% 一般会計と特別会計の全会計の赤字の大きさを財政規模に対

する割合で表したもの。黒字決算であり数値がありません。
実質公債費
比 率 ５. ０% ２５. ０% 借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを町の財政規

模に対する割合で表したもの。町は良好な状態であります。

将来負担比率 ― ３５０. ０%
借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、町の
財政規模に対する割合で表したもの。負担が無いため「－」
で表示。
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差
押
え
を
行
っ
て
い
る
。

川
口
高
校
学
生
寮
運
営
負
担
金

問　

負
担
金
１
，
８
４
２
万

円
。
県
寮（
学
校
寮
）、
町
寮

（
若
桐
寮
）の
県
か
ら
の
支
出

金
の
算
定
基
準
は
。

答　

教
育
次
長　
令
和
６
年

度
か
ら
県
と
町
と
の
共
同
運

営
。
入
寮
生
の
人
数
に
よ
り

運
営
費
を
按
分
。
県
寮
は
会

津
地
域
出
身
の
寮
生
で
33

％
。
町
寮
は
そ
れ
以
外
の
寮

生
で
67
％
。

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
整
備

問　

工
事
請
負
費
３
，
１
８

８
万
円
。
町
内
全
体
に
設
置

し
電
波
の
ム
ラ
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

総
務
課
長　
令
和
７
年

度
に
基
地
局
40
ヶ
所
の
内
13

カ
所
に
ア
ン
テ
ナ
増
設
工
事

を
行
い
通
信
エ
リ
ア
の
確
保

を
図
っ
て
い
る
。

問　

せ
め
て
避
難
所
・
避
難

場
所
に
は
電
波
が
飛
ぶ
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　

ふ
る
さ
と
納
税
１
，
５

４
２
万
６
千
円
。
重
要
な
自

主
財
源
。
町
を
選
ん
で
い
た

だ
く
た
め
の
努
力
は
。

答　

企
画
課
長　
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

各
種
サ
イ
ト
で
募
っ
て
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
企
業

版
に
つ
い
て
。

答　

企
画
課
長　
令
和
７
年

度
か
ら
受
け
ら
れ
る
。

固
定
資
産
税
滞
納
繰
越
分

問　

１
６
５
万
円
で
22
名
。

特
定
の
方
が
長
年
に
わ
た
り

滞
納
。
滞
納
整
理
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

答　

住
民
課
長　
分
納
誓
約

書
に
よ
る
納
付
。
約
束
が
守

れ
な
か
っ
た
場
合
、
預
金
の

  
●
決
算
審
議

●
決
算
審
議    

質
疑
質
疑

答　

総
務
課
長　
室
内
用
中

継
器
等
を
設
置
し
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

只
見
川
電
源
流
域
振
興
協
議
会

問　

負
担
金
３
１
７
万
６
千

円
。町
か
ら
も
職
員
を
派
遣
。

奥
会
津
広
域
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
の
広

域
連
携
の
重
要
性
を
ど
の
様

に
認
識
し
て
い
る
か
。

答　

企
画
課
長　
電
源
流
域

の
同
様
の
課
題
を
持
つ
自
治

体
が
、
町
村
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
広
く
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
重
要
性
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば 
横
田
支
店

現
金
自
動
受
払
機
設
置
負
担
金

問　

設
置
負
担
金
１
９
８
万

円
。
前
年
度
１
０
０
万
円
。

新
紙
幣
切
替
え
に
よ
り
増

額
。い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。

利
用
実
績
は
。

答　

商
工
観
光
課
長　
令
和

６
年
度
か
ら
３
年
間
の
契
約
。

更
新
時
に
金
額
を
決
め
る
。

利
用
件
数
は
月
約
２
６
０
件
。

一
般
会
計
：
歳
入

一
般
会
計
：
歳
出

令
和
６
年
度
予
算
に
基
づ

い
て
執
行
し
た
事
業
な
ど

の
結
果
に
つ
い
て
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

ＪＡ横田支所にあるＡＴＭ

台
湾
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

問　

委
託
料
５
９
９
万
９
千

円
。
町
と
し
て
力
を
入
れ
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
が
、
効
果
を
現

在
ど
の
よ
う
に
実
感
し
て
い

る
か
。

答　

商
工
観
光
課
長　
台
湾

の
観
光
客
が
目
に
見
え
て
増

え
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
続
け
た
い
考
え
。

問　

町
民
目
線
か
ら
す
る
と
、

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と

思
う
。
と
に
か
く
台
湾
人
の

宿
泊
者
を
増
や
す
こ
と
が
地

域
経
済
を
回
す
こ
と
に
な
る

に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　

町
長　
宿
泊
施
設
等
で

不
備
な
部
分
は
あ
る
が
、
Ｊ

Ｒ
只
見
線
で
将
来
を
見
越

し
、
長
い
目
で
の
取
り
組
み

を
進
め
て
行
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
只
見
線
運
営
費

問　

負
担
金
１
，
３
０
３
万

円
。
橋
梁
補
修
の
話
も
あ
る

が
負
担
金
は
更
に
増
え
る
の

か
。

答　

企
画
課
長　
沿
線
市
町

村
と
福
島
県
で
覚
書
を
結
ん

で
お
り
令
和
８
年
度
ま
で
変

更
は
な
い
。

県
立
川
口
高
校

問　

地
域
一
体
型
ふ
る
さ
と

教
育
事
業
費
支
出
済
額
１
億

１
，
７
９
３
万
円
。
県
立
川

口
高
校
関
係
の
支
出
額
は
。

答　

教
育
次
長　
川
口
高
校

寮
に
関
わ
る
分
で
８
，
１
８

２
万
８
千
円
。

問　

毎
年
、
こ
の
額
を
県
立

川
口
高
校
に
投
資
し
て
い
る

訳
で
す
。
卒
業
す
る
と
ほ
と

ん
ど
地
元
に
残
ら
な
い
。
町

で
支
出
し
て
い
る
以
上
地
元

へ
の
就
職
、
町
へ
興
味
を
も

っ
て
る
こ
と
を
や
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

町
長　
際
限
な
く
町
が

負
担
を
続
け
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
高
校
の
維
持
に

取
り
組
ん
で
行
く
。

多
額
の
不
用
額
が
発
生

問　

予
算
執
行
に
お
い
て
不

用
額
が
発
生
し
た
状
況
や
理

由
を
ど
の
様
に
分
析
し
、
問

題
や
改
善
す
べ
き
点
を
ど
の

様
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　

総
務
課
長　
歳
出
予
算

額
38
億
６
千
万
円
程
度
、
執

行
額
35
億
８
千
万
円
程
度
で

全
体
的
に
５
％
の
不
用
額
が

出
て
い
る
状
況
で
す
。
国
の

制
度
に
よ
る
も
の
、
降
雪
状

況
に
よ
る
除
雪
経
費
、
災
害

へ
の
備
え
等
多
々
の
理
由
が

あ
る
が
、
よ
り
効
率
的
効
果

的
に
限
ら
れ
た
財
源
を
使
い

な
が
ら
町
民
の
福
祉
の
向
上

に
努
め
る
の
が
原
則
で
あ
る

の
で
、
予
算
の
執
行
に
当
た

っ
て
は
適
切
に
進
め
て
い

く
。

川口高校生徒集合写真（沼沢湖）



◎ゴミの出し方
をチェックしてゴ
ミの減量化に

◎イベントや有
害鳥獣の情報を
ゲットしよう

◎道路・河川の
様子を伝えて被
害を未然に防ご

◎防災情報・防災
マップが確認でき

◎町のＨＰに
リンクします

町公式LINE事業（新規）　

町民への行政・防災・災害情報をタイムリー
で分かりやすく発信しています。
（令和７年３月 加入者数 339人）

会津川口駅窓口業務（新規）

会津川口駅において有人での乗車券類の販売
を町観光物産協会に委託しました。多くの方
に利用いただき好評です。

山城跡までの約1,000ｍを整備（新設）しました。
①入口看板（林道隣）②木製階段の遊歩道③山頂部
祠「摩利支天」　④山城跡からの眺め（西部地区）

Wi-Fi環境整備事業（新規）

町内 40箇所に Wi-Fi 基地局を整備しました。
現在は、基地局ごとの電波状況を確認中で、
室内での増幅中継器を貸出します（総務課）

子供が集える公園整備事業（新規）中丸城跡遊歩道整備事業（完了）

公園の造成工事が完了しました。（中川地区）
今年は遊具（エンドレスターザンロープ、コ
ンビブランコなど）芝張り等を行います。

敬老会事業（継続）

９月敬老の日に町民体育館（中川地区）で行
われ、75歳以上対象者の約 1/4 ほどが参加
されました。

２３３万円

旧五十島家住宅改修事業（完了）

県重要文化財（建造物）「中川：道の駅隣」茅葺屋
根葺き替え工事（面積約300㎡）江戸時代中期
（約280年前）の平屋中門造り

学力向上支援事業
（夏休み学習塾）（継続）

学力向上支援事業（他に書道教室、天体教室、
パソコン教室など）を実施し子供たちへの多様
な経験を支援しています。

７２万円

台湾プロモーション事業（継続）

台湾の金山區と令和６年10月に金山町内で交
流を図りました。写真は、道の駅会津かねや
までの台湾ブース

６００万円

地域おこし協力隊受入事業（継続）

２名の隊員が活動を行いました。（7.9.1 現在）
隊員４名。任期終了者13名中10名が町内に
定住しています。

７５１万円

御神楽寄席（中央公民館事業）

三遊亭兼好師匠（会津若松市出身）の落語会
令和元年度より御神楽館（本名）で開催。

３３万円 １,０５３万円 ２,０３０万円

❶ ❷

❸ ❹

３,１８８万円３５４万円

92万円３,０６８万円

令和６年度に
実施した事業を
載せてみました。

こんなことがありました。

お忘れではありませんか
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７２万円

台湾プロモーション事業（継続）

台湾の金山區と令和６年10月に金山町内で交
流を図りました。写真は、道の駅会津かねや
までの台湾ブース

６００万円

地域おこし協力隊受入事業（継続）

２名の隊員が活動を行いました。（7.9.1 現在）
隊員４名。任期終了者13名中10名が町内に
定住しています。

７５１万円

御神楽寄席（中央公民館事業）

三遊亭兼好師匠（会津若松市出身）の落語会
令和元年度より御神楽館（本名）で開催。

３３万円 １,０５３万円 ２,０３０万円

❶ ❷

❸ ❹

３,１８８万円３５４万円

92万円３,０６８万円

令和６年度に
実施した事業を
載せてみました。

こんなことがありました。

お忘れではありませんか

5 金 山 町 議 会 だ よ り第231号 令和 7 年 11 月 13 日
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令
和
６
年
度
決
算
審
査
意
見

８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
３
日
間
行
わ
れ
た
、
決
算

審
査
に
お
け
る
監
査
委
員
の
意
見
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

①　

事
業
の
目
的
が
十
分
達

成
さ
れ
る
よ
う
、「
適
切
な

予
算
見
積
り
」に
努
め「
速

や
か
な
事
業
実
施
」に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
活
用
し「
住
民

福
祉
の
向
上
」に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

②　

町
の
主
要
財
源
で
あ

る
、
町
税
及
び
使
用
料
等
の

徴
収
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
評
価
い
た
し
ま
す
が
、

特
定
の
方
が
長
年
に
わ
た
り

滞
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
の

公
平
公
正
の
観
点
か
ら
町
全

体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
収

納
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

③　

補
助
金
交
付
に
お
い
て

は
そ
の
事
業
の
目
的
に
沿
っ

て
、
補
助
金
が
最
大
限
活
か

さ
れ
る
よ
う
現
状
に
即
し
た

視
点
で
適
正
な
執
行
を
し
て

く
だ
さ
い
。
今
後
は
令
和
６

年
７
月
作
成
の「
補
助
金
適

正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
則

り
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

④　

特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
等
が
毎
年
多
額
に
な

金
山
町
代
表
監
査
委
員　

長
谷
川
一
夫

金
山
町
監
査
委
員　

安
藤　

雅
朗

意
見
を
述
べ
る
長
谷
川
代
表
監

査
委
員

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

運
営
費
繰
入
額
も
毎
年
増
加

し
て
い
る
会
計
が
あ
り
ま
す
。

事
業
内
容
、
料
金
改
定
の
見

直
し
を
視
野
に
入
れ
繰
入
額

の
抑
制
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

⑤　

利
用
実
績
の
少
な
い
施

設
等
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
施

設
の
存
続
を
含
め
、
適
切
な

判
断
に
よ
り
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

決算審査講評
係長以上出席のもと、講評を伝える長谷川代表監査委員   

●
補
正
予
算
（
議
案
審
議
）

●
補
正
予
算
（
議
案
審
議
）

一
般
会
計
：
歳
出

■ 

人　

事

◇
金
山
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

大お
お　

竹た
け　

　

勤
つ
と
む

�

（
大 

志
・
再 

任
）

　

任
期
は
10
月
１
日
か

ら
４
年
間
。

◇
金
山
町
固
定
資
産
評
価

審
査
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

若わ
か　

林ば
や
し　

秀ひ
で　

喜き

�

（
沼 

沢
・
再 

任
）

　

任
期
は
12
月
17
日
か

ら
３
年
間
。

台
湾
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業

問　

委
託
料
８
４
０
万
円
。

当
初
２
０
０
万
円
で
５
倍

強
。具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

答　

商
工
観
光
課
長　
当
初

は
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
に
よ
る
国

内
外
へ
の
発
信
事
業
の
み
。

県
や
近
隣
町
村
と
台
湾
で
物

産
展
を
行
う
事
業
が
追
加
に

な
っ
た
。

問　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け

入
れ
体
制（
多
言
語
化
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
）整
備
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答　

商
工
観
光
課
長　
町
内

の
観
光
看
板
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド ＱＲコード付観光看板

⑥　

最
後
に
、
町
民
に
基
礎

的
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る「
町
職
員
」は
地
域
住
民

の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
業
務

を
行
っ
て
お
り
、
高
齢
化
の

著
し
い
本
町
に
お
い
て
は
頼

ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
り
ま

す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
健

康
に
留
意
し
な
が
ら「
住
民

福
祉
の
向
上
」の
た
め
一
層

の
行
政
運
営
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

に
よ
り
多
言
語
に
対
応
し
て

い
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
つ
い
て
は
町
商
工
会
と

相
談
し
進
め
て
い
く
。

鳥
獣
被
害
防
止
対

策
事
業

問　

放
任
果
樹
伐
採
費
１
０

０
万
円
。具
体
的
な
場
所
は
。

答　

農
林
課
長　
小
栗
山
、

本
名
、横
田
地
区
で
柿
２
本
、

く
る
み
３
本
。
条
件
の
悪
い

場
所
の
伐
採
。
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件　　名 議決
結果

大竹
一樹

安藤
雅朗

加藤
夕子

坂内
譲

栗城
康太郎

横田
正敏

五ノ井
義一

■第６回定例会（９月定例会）　令和７年９月５日～１０日開催
令和６年度金山町一般会計及び特別会計決
算に認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
は
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん

令和６年度金山町簡易水道事業会計決算の
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度金山町下水道事業会計決算の認
定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町議会議員及び金山町長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例の一部
改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び
職員の育児休業等に関する条例の一部改正
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度金山町一般会計補正予算（第３
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町教育委員会委員の任命に関する同意
について 同意 無記名投票により採決（賛成６票・反対０票）

金山町固定資産評価審査委員会委員の選任
に関する同意について 同意 無記名投票により採決（賛成６票・反対０票）

■報　告
株式会社会津金山かねやま経営状況報告について
■陳　情
サルによる鳥獣被害対策強化についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は、採決に加わりません（賛否が同数の場合には議長が採決します）
※賛成「○」　反対「×」

■議案等審議結果一覧■議案等審議結果一覧（一部を掲載しました。）

議会会議録・一般質問動画（録画）議会会議録・一般質問動画（録画）
町公式ホームページ掲載のお知らせ町公式ホームページ掲載のお知らせ

（金山町ホームページ画面）

議会会議録
について

議会だよりでは一般質問について紙面の都合によりすべてを掲載できません。
ホームページには全文記載されています。是非、ご覧ください。

↑動画配信は
　こちらから

↑会議録は
　こちらから

暮らしの情報＞ 金山町議会＞ 目次 議会会議録　令和７年議会会議録

（金山町ホームページ画面）

一般質問の動
画配信（録画）
について

各議員（質問者）ごとに動画を見ることができます。一般質問の時間は５０分です。本会議
での質問、答弁をそのまま配信しています。是非、ご覧ください。

暮らしの情報＞ 金山町議会＞ 目次 議会動画配信　令和７年一般質問

金山町議会議員は、令和５年１２月に改選されました。
７名（欠員1名）の議員の当選回数も１～２回と少なく、議員の平均年齢も５４歳と「フレッシュ」な議会となっていま
す。
そこで　・高齢化率の高い町での町づくり、地域づくり　・若者が少ない町での町づくり、地域づくり
　　　　・持続な可能な町づくり、地域づくり　　　　　・日頃考えている提案、アイデア　などについて
地区の皆さんからのご意見、ご要望をお聞きするため、地区に出向いて「おらほの議員としゃべってみませんかの会」
の開催を計画いたしました。今年度は行政区単位の開催となります。開催を希望される地区の行政区長は金山町議
会事務局（tel　54-5341　fax　54-5345）までご連絡願います。

議員との懇談会「おらほの議員としゃべってみませんかの会」開催しませんか議員との懇談会「おらほの議員としゃべってみませんかの会」開催しませんか
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総務文教常任委員会・産業建設常任委員会（合同）
７月７日〜９日実施（山梨県小菅村・北杜市）

常任委員会管外視察研修報告

山
梨
県
小
菅
村「
小
菅
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
大
家
・
崖
の
家
」

山
梨
県
小
菅
村「
小
菅
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
大
家
・
崖
の
家
」

多
摩
川
の
最
上
流
部
人
口

６
０
０
人
程
度
、
森
林
率
95

％
周
り
を
山
々
に
囲
ま
れ

た
、
美
し
い
自
然
と
豊
か
な

歴
史
文
化
を
有
し
て
い
る
村

で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

少
子
高
齢
化
の
問
題
で
、
地

域
の
産
業
を
担
う
後
継
者
不

足
等
に
よ
り
村
内
の
旅
館
や

民
宿
な
ど
の
宿
泊
施
設
は

年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
ジ
リ
貧
に
な

っ
て
し
ま
う
と
考
え
、
専
門

的
な
経
験
や
知
識
を
必
要
と

す
る
ホ
テ
ル
の
開
発
お
よ
び

経
営
を
民
間
企
業
に
託
す
方

法
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

村
づ
く
り
会
社
・
㈱
源
・

㈱
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
・
㈱
さ
と
ゆ
め

（
道
の
駅
こ
す
げ
の
運
営
）の

３
社
で
出
資
し
た
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

を
設
立
し
、
古
民
家
ホ
テ
ル

「
小
菅
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」

の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
小
菅
村
に

多
く
の
成
果
と
影
響
が
出
て

い
ま
す
。

・
単
な
る
観
光
客
と
し
て
の

一
過
性
の
訪
問
だ
け
で
は
な

く
、
古
民
家
で
の
滞
在
を
通

じ
て
地
域
の
暮
ら
し
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
村
に
愛
着
を

持
ち
継
続
的
に
関
わ
る「
関

係
人
口
」の
創
出
に
成
功
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

・
放
置
さ
れ
老
朽
化
が
進
ん

で
い
た
古
民
家
が
再
生
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

景
観
が
維
持
さ
れ
、
歴
史
的

建
造
物
の
価
値
が
再
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
課

題
で
あ
る
空
き
家
問
題
に
対

す
る
有
効
な
解
決
策
の
一
つ

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

・
改
修
さ
れ
た
古
民
家
で
の

滞
在
は
、
村
の
伝
統
的
な
暮

ら
し
や
文
化
に
触
れ
る
貴
重

な
機
会
の
提
供
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地
域

の
文
化
が
継
承
さ
れ
、
こ
れ

に
興
味
を
持
っ
た
多
く
の
優

秀
な
移
住
者
に
よ
る
地
域
活

性
化
が
生
ま
れ
、
地
方
創
生

の
大
き
な
一
歩
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ＮＩＰＰＯＮＩＡ崖の家

施設借受者からの説明施設活用の一部

【
ま
と
め
】

画
一
的
で
は
な
い
、
そ
の

土
地
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文

化
、
自
然
を
体
験
で
き
る
ス

ト
ー
リ
性
の
あ
る
観
光
施
設

は
、
こ
れ
か
ら
の
旅
行
者
が

求
め
る
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

小
規
模
で
地
域
に
分
散
し

た
施
設
は
、
よ
り
き
め
細
や

か
な
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
、
地

域
と
の
一
体
感
を
醸
成
し
や

す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

も
地
域
資
源
の
有
効
活
用
、

山
梨
県
北
杜
市「
小
学
校
跡
地
有
効
活
用
」

山
梨
県
北
杜
市「
小
学
校
跡
地
有
効
活
用
」

　

閉
校
し
た
小
学
校
の
校
舎

・
校
庭
を
、
多
目
的
な
複
合

施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
る

事
例
で
す
。
地
域
住
民
の
交

流
拠
点
、
企
業
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
、
観
光
施
設
な

ど
、
多
様
な
機
能
を
組
み
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

（
株
）フ
ァ
ー
マ
ン
、
八
ヶ

岳
コ
モ
ン
ズ
：
こ
れ
ら
の
民

間
企
業
が
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
、
移
住
者
と
地
域
住
民
の

交
流
促
進
、
農
業
振
興
な
ど

を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。
民

間
活
力
を
最
大
限
に
引
き
出

す
自
治
体
の
姿
勢
が
印
象
的

で
し
た
。

【
ま
と
め
】

地
域
資
源
と
の
連
携
：
金

山
町
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、

そ
し
て
温
泉
な
ど
の
地
域
資

源
を
核
に
、
滞
在
型
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
客
誘
致
に

繋
げ
ら
れ
ま
す
。

民
間
活
力
の
導
入
：
北
杜

市
の
事
例
の
よ
う
に
、
魅
力

的
な
事
業
ア
イ
デ
ア
を
持
つ

民
間
企
業
や
団
体
と
積
極
的

に
連
携
す
る
こ
と
で
、
自
治

体
だ
け
で
は
難
し
い
多
角
的

な
活
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

９
月
定
例
会
で
総
務
文
教

常
任
委
員
長　

加
藤
夕
子

氏
、
及
び
産
業
建
設
常
任
委

員
長
坂
内　

譲
氏
か
ら
の
報

告
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

全
文
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
議
会
会
議
録
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

空
き
家
問
題
解
決
、
地
域
経

済
の
循
環
、
担
い
手
不
足
解

消
等
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
向
上
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
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公
共
事
業
用
地
等
に
係
る
固
定
資
産
税
減
免
に
つ
い
て

減
免
の
判
断
は
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
厳
格
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の 

︱ 

町
長

県工事の急傾斜地崩壊防止対策工事
構造物（擁壁）の用地は永久借地で賃借料無料

固定資産税は土地所有者に（玉梨地区）

栗
くり

城
き

康
こう

太
た

郎
ろう

議員の
一般質問

問
②　

減
免
に
関
す
る
基
準

を
具
体
的
に
定
め
た
要
綱
等

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

町
長　
減
免
に
関
す
る

基
準
に
つ
い
て
は
、
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
考
え
る
。

問　

災
害
時
迅
速
な
対
応
が

必
要
。
減
免
の
種
類
、
対
象

資
産
、
減
免
率
等
具
体
的
に

決
め
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、

災
害
時
迅
速
適
正
に
行
わ

れ
、
職
員
の
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
る
。
定
め
て
置
く
必

要
が
非
常
に
高
い
の
で
は
。

答　

町
長　
つ
く
ら
な
い
と

は
言
っ
て
い
な
い
。
県
の
助

言
な
ど
、
情
報
収
集
を
行
い

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
①　

防
災
・
減
災
等
の
目

的
で
設
置
さ
れ
る
構
築
物
用

の
土
地
も
減
免
の
対
象
と
な

り
得
る
か
。

答　

町
長　
実
際
の
土
地
の

利
用
状
況
が
そ
の
基
準
に
合

致
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
減

免
の
対
象
に
な
り
得
る
と
考

え
る
が
、
災
害
時
等
の
不
特

定
多
数
の
者
に
該
当
す
る
案

件
か
ど
う
か
、
申
請
が
あ
っ

た
時
点
で
個
別
に
判
断
す
る

事
例
と
考
え
る
。

問
①　

当
町
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
位
置
づ

け
は
。

答　

町
長　
当
町
に
は
複
数

の
水
力
発
電
所
が
あ
り
、
そ

こ
で
発
電
し
た
電
力
は
、
大

規
模
な
電
力
消
費
地
に
送
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本

全
体
の
生
活
や
産
業
に
大
き

な
貢
献
を
す
る
一
方
、
町
の

財
政
面
に
も
寄
与
し
て
お
り

町
内
に
あ
る
発
電
施
設
は
重

要
な
施
設
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
②　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
積
極
的
に
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答　

町
長　
経
済
性
や
事
業

の
実
現
性
、
自
然
環
境
の
保

全
な
ど
様
々
な
面
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で

は
、
町
と
し
て
発
電
事
業
に

取
り
組
む
計
画
は
な
い
。

問　

昨
年
、
脱
炭
素
社
会
に

向
け
て
、
２
０
５
０
年
二
酸

化
炭
素
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
に

取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
た

地
方
公
共
団
体（
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
）が
公
表
さ
れ

た
。
柳
津
町
や
三
島
町
で
も

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表

明
し
て
い
る
が
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
つ

も
り
は
な
い
か
。

答　

町
長　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問
③　

沼
沢
湖
周
辺
で
独
立

行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
金
属

鉱
物
資
源
機
構（
J
O
G
M
E

C
）に
よ
る
地
熱
資
源
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
調
査
の
進
捗
状
況

は
。

答　

町
長　
６
月
末
に
現
地

調
査
を
終
了
し
た
と
連
絡
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
分
析
等
を
行

い
公
表
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
現
時
点
で
今
後

の
地
熱
発
電
の
可
能
性
な
ど

の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

問　

早
い
段
階
か
ら
積
極
的

に
情
報
収
集
し
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
温

泉
や
自
然
環
境
の
へ
の
影
響

が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
た

め
の
議
論
を
重
ね
、
あ
ら
か

じ
め
町
と
し
て
の
指
針
を
策

定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

町
長　
J
O
G
M
E
C

の
調
査
結
果
を
収
集
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま

す
。

議
員
の
一
言

横
並
び
で
は
な
く
一
歩
先
ん

じ
る
町
政
運
営
を
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
振
興
に
つ
い
て

電
気
事
業
者
と
向
か
い
合
い
な
が
ら
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い 

︱ 

町
長
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町
農
業
を
ど
う
守
る
か農

業
就
農
者
へ
の
支
援
は
継
続
し
て
い
く 

︱ 

町
長

た
ち
の
地
域
の
田
ん
ぼ
を
借

り
て
農
地
保
全
も
兼
ね
て
や

っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
何

と
か
今
よ
り
も
支
援
を
手
厚

く
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

問　

認
定
農
業
者
、
集
落
営

農
組
織
、
奥
会
津
金
山
大
自

然（
以
降
大
自
然
）、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
は
変
わ
ら
な
い
。
そ

こ
で
な
ぜ
、
大
自
然
に
だ
け

所
得
補
償
の
よ
う
な
考
え
方

で
補
助
を
す
る
の
か
？
公
平

性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い

か
？

答　

農
林
課
長　
一
般
の
農

業
者
、
認
定
農
業
者
や
集
落

営
農
組
織
に
対
し
て
も
聞
き

取
り
調
査
や
現
地
確
認
な
ど

を
行
い
条
件
不
利
地
と
な
る

と
こ
ろ
を
確
認
し
た
上
で
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

条
件
不
利
地
の
定
義
は

何
か
？

答　

農
林
課
長　
ぬ
か
る
み

の
ひ
ど
い
田
、
水
持
ち
の
悪

い
田
、
用
水
が
不
足
し
て
い

る
田
、
不
整
形
地
を
条
件
不

利
地
と
し
て
い
る
。
数
値
的

な
基
準
は
設
け
て
い
な
い
。

問　

他
の
農
業
者
も
今
あ
げ

ら
れ
た『
条
件
不
利
地
』は

耕
作
さ
れ
て
い
る
。
反
収
が

低
い
原
因
が
条
件
不
利
地
だ

か
ら
な
の
か
、
大
自
然
の
手

が
回
っ
て
な
い
か
ら
な
の

か
、
そ
の
因
果
関
係
が
不
透

明
だ
。
も
う
一
度
精
査
を
し

て
補
助
金
の
算
定
を
し
て
ほ

し
い
。

答　

町
長　
大
自
然
だ
け
で

は
な
く
、
他
の
農
業
者
が
耕

作
し
て
い
る
農
地
に
ど
う
い

っ
た
条
件
不
利
地
が
あ
る
の

か
、
担
当
課
で
前
向
き
に
取

り
組
む
よ
う
に
指
導
い
た
し

ま
す
。

問
②　

気
候
変
動
対
策
に
つ

い
て
で
す
が
、
来
年
度
以
降

の
渇
水
、
高
温
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
？

答　

町
長　
用
水
確
保
作
業

に
農
業
者
自
ら
が
時
間
を
割

い
て
揚
水
ポ
ン
プ
の
運
用
を

す
る
こ
と
が
無
い
対
応
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
新
た

な
水
源
と
し
て
井
戸
や
河
川

か
ら
の
揚
水
な
ど
に
つ
い
て

も
地
区
や
農
業
者
と
話
し
合

い
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い

る
。
中
長
期
的
に
は
県
農
業

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
高
温
に

対
応
し
た
新
た
な
水
稲
品
種

の
栽
培
実
験
、
乾
田
直
播
栽

培
の
実
証
な
ど
、
各
集
落
の

用
水
の
状
況
や
圃
場
ご
と
の

栽
培
状
況
に
応
じ
た
水
田
活

用
の
在
り
方
に
つ
い
て
専
門

家
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

問
③　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

に
つ
い
て
で
す
が
、
捕
獲
人

材
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
？
外
部
人
材
の
登

用
が
必
要
で
は
な
い
か
？

答　

町
長　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
等
の
募
集
も
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
町
と
し
て

の
支
援
策
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら

少
し
で
も
確
保
で
き
る
よ
う

に
や
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

問
④　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

答　

町
長　
町
内
の
農
業
者

の
年
齢
構
成
が
高
い
こ
と
か

ら
、
今
後
、
農
業
労
働
力
の

不
足
は
加
速
度
的
に
進
行
し

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う
ス

マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
は
、

労
働
力
不
足
を
補
う
こ
と
や
、

農
業
分
野
の
働
き
方
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　

町
内
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
薬
剤
散
布
な
ど
を

一
部
で
導
入
し
て
い
る
例
も

あ
る
。
県
内
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

等
を
活
用
し
た
自
動
操
舵
シ

ス
テ
ム
の
運
用
な
ど
も
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
町
と
し
て

も
導
入
が
可
能
な
技
術
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
情
報
収
集

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

議
員
の
一
言

農
業
者
が
安
心
し
て
耕
作
で

き
る
環
境
整
備
を
！

問
①　

日
本
に
と
っ
て
の
農

業
の
基
本
は
米
で
あ
り
そ
れ

を
守
る
こ
と
が
国
民
の
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ひ

い
て
は
町
民
の
命
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
政
府
は
米

の
増
産
に
踏
み
切
ろ
う
と
し

て
い
る
が
、
農
家
が
安
心
し

て
耕
作
で
き
る
よ
う
に
町
で

所
得
補
償
は
で
き
な
い
の
か

？答　

町
長　
集
落
営
農
組
織
、

認
定
農
業
者
こ
う
い
っ
た
人

今年の夏の渇水対策
用水確保のための本名地内風来沢からの揚水作業

安
あん

藤
どう

雅
まさ

朗
あき

議員の
一般質問
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米
生
産
者
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
は農業

所
得
の
安
定 

︱ 

町
長

エネルギー（主に電力）の消費量を抑えた家電製品を
省エネ家電といいます

電気代の節約、環境への貢献（CO2 削減）になります

答　

町
長　
今
年
の
渇
水
時

の
対
応
で
は
、
各
水
稲
農
家

や
地
区
が
一
丸
と
な
っ
て
用

水
確
保
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

に
対
応
を
図
っ
た
が
、
結
果

と
し
て
充
分
な
水
が
確
保
で

き
な
い
地
区
も
あ
っ
た
。

　

次
年
度
以
降
、
渇
水
対
策

と
し
て
新
た
な
用
水
の
確
保

の
検
討
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
。
確
保
の
手
段
は
、
各

地
区
に
よ
り
異
な
る
の
で
、

各
地
区
や
農
業
者
と
話
し
合

い
を
持
ち
、
井
戸
か
ら
の
揚

水
、
河
川
水
の
利
用
、
た
め

池
な
ど
新
た
な
水
源
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

問
②　

野
生
鳥
獣
の
生
息
数

・
生
息
域
の
拡
大
は
、
農
業

生
産
活
動
の
低
下
の
悪
化
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
対
策

は
。

答　

町
長　
現
在
、
町
が
推

進
し
て
い
る
被
害
防
止
対
策

は
、
一
定
程
度
の
被
害
防
止

に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
集

落
と
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
の

間
の
里
山
林
の
整
備
な
ど
、

根
本
的
な
解
決
に
向
け
た
対

策
を
あ
わ
せ
て
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　

新
た
な
被
害
対
策
技
術
の

考
案
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
11
月
に
福
島
大
学
食
農
学

類
の
望
月
准
教
授
を
講
師

に
、
町
民
対
象
と
し
た
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
被
害
対
策
研
修
会

を
実
施
し
て
い
る
。

問
③　

米
生
産
者
の
意
欲
を

高
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
。

答　

町
長　
ま
ず
は
、
米
価

上
昇
に
よ
る
農
業
所
得
の
安

定
が
最
も
大
き
い
と
考
え
て

い
る
。

　

現
在
、
町
で
は
、
各
種
支

援
に
よ
り
米
生
産
者
の
意
欲

を
高
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、

農
業
機
械
購
入
事
業
補
助
金

な
ど
の
各
種
支
援
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
産
業
と
し
て

農
業
が
魅
力
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
の
ひ
と
言

感
じ
る
食
の
不
安　

農
家
へ

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
は
減
反
政
策
の
ミ
ス
を

認
め「
農
業
者
が
増
産
に
前

向
き
に
取
り
組
め
る
支
援
に

転
換
す
る
」と
表
明
し
た
。

　

し
か
し
、
町
内
の
実
態
は

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
機

械
や
資
材
の
高
騰
な
ど
増
産

へ
の
課
題
は
多
い
。

問
①　

今
年
の
水
不
足
、
高

温
障
害
と
い
っ
た
自
然
災
害

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
次
年
度
以
降
ど

う
い
っ
た
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。

横
よこ

田
た

正
まさ

敏
とし

議員の
一般質問

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価

高
騰
に
よ
る
家
計
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
と
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
等
を
削
減
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
性
能
の
優
れ
た

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え

や
新
規
購
入
に
要
す
る
経
費

の
一
部
補
助
を
実
施
で
き
な

い
か
。

答　

町
長　
家
庭
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
費
用
の
軽
減
と
持
続

可
能
な
社
会
形
成
の
た
め
に

も
、
大
変
有
意
義
な
事
業
だ

と
考
え
て
い
る
。
電
力
消
費

量
が
大
き
い「
エ
ア
コ
ン
」

や
、
24
時
間
稼
働
す
る「
冷

蔵
庫
」「
冷
凍
庫
」な
ど
が

そ
の
対
象
に
な
る
と
思
う
。

ま
た
、
節
電
効
率
を
考
え
る

と「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
」も

効
果
的
で
す
。

　

当
町
の
気
候
や
生
活
条
件

を
考
慮
し
、
ど
の
よ
う
な
家

電
へ
の
補
助
が
有
効
か
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
次
年
度

へ
向
け
て
情
報
収
集
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
促
進
事
業
補
助
金
の
創
設
を

大
変
有
意
義
な
事
業 

︱ 

町
長
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利
用
し
や
す
く
働
き
や
す
い
役
場
に

訪
れ
や
す
い
庁
舎
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
る 

︱ 

町
長

向
上
に
努
め
、
訪
れ
や
す
い

庁
舎
づ
く
り
を
大
切
に
し
た

い
。

問　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
つ
く
り
デ
ジ
タ
ル
化
や
業

務
効
率
化
を
検
討
す
る
等
、

若
手
職
員
が
活
躍
で
き
る
場

を
積
極
的
に
設
け
て
ほ
し
い

が
。

答　

町
長　
そ
う
い
っ
た
取

り
組
み
は
考
え
て
い
な
い
が
、

人
口
規
模
の
大
き
い
自
治
体

と
比
べ
、
一
つ
の
分
野
に
つ

い
て
責
任
を
持
っ
て
担
当
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
た
め
、

若
手
職
員
が
活
躍
で
き
る
場

は
多
く
存
在
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
、
外
部
人

材
の
力
で
風
通
し
の
良
い
環

境
を
実
現
す
る
こ
と
も
有
効

と
考
え
る
が
、
積
極
的
な
活

用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

町
長　
今
年
度
地
域
お

こ
し
協
力
隊
４
名
、
観
光
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
１
名
、
外
国

語
指
導
助
手
１
名
に
活
躍
い

た
だ
い
て
い
る
。
地
域
課
題

に
即
し
た
人
材
の
確
保
を
行

う
場
合
に
は
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
考
え
る
。

問　

農
産
物
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
が

長
ら
く
応
募
が
な
い
。
募
集

要
項
や
方
法
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

農
林
課
長　
就
農
フ
ェ

ア
や
福
島
県
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
で
首
都
圏
等
に
出
向
き
回

数
を
重
ね
、
応
募
い
た
だ
け

る
方
の
発
掘
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

町
の
未
来
を
担
う
人
材
の
確

保
、
育
成
は
急
務
で
す
！

問　
「
庁
内
が
暗
く
て
入
り

づ
ら
い
、
静
か
す
ぎ
て
話
し

づ
ら
い
」と
い
う
声
が
あ
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
導
入
等
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
利
用
し
や
す

く
す
る
よ
う
な
検
討
は
で
き

な
い
か
。

答　

町
長　
Ｂ
Ｇ
Ｍ
導
入
を

検
討
し
た
こ
と
は
な
い
。
照

明
器
具
の
入
れ
替
え
や
カ
ウ

ン
タ
ー
に
間
仕
切
り
を
設
け

る
な
ど
の
改
修
は
考
え
ら
れ

る
が
、
ま
ず
は
職
員
の
接
遇

問　

旧
横
田
小
学
校
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の

計
画
や
考
え
は
あ
る
か
。

答　

町
長　
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
と
の
整
合
性
、
地
域
意

向
へ
の
配
慮
、
民
間
事
業
者

の
利
活
用
の
三
つ
を
基
本
的

考
え
と
し
、
今
後
活
用
事
業

者
を
広
く
公
募
す
る
。

問　

文
化
財
や
町
の
歴
史
を

展
示
す
る
場
所
を
つ
く
り
、

児
童
生
徒
が
学
べ
る
機
会
を

積
極
的
に
設
け
、
郷
土
愛
を

育
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
。

答　

教
育
長　
民
具
や
土
器

を
一
か
所
に
集
約
し
収
蔵
、

展
示
す
る
こ
と
で
よ
り
広
く

多
く
の
方
に
町
の
歴
史
・
民

俗
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
考
え
は
以
前
か
ら
持

っ
て
い
た
。
既
存
施
設
の
再

利
用
と
い
う
方
向
で
、
関
係

者
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
実

現
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き

た
い
。

問　

各
集
落
に
伝
わ
る
伝
統

や
祭
礼
な
ど
の
維
持
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
重
要
性
を
町
と
し
て

ど
う
捉
え
、
対
策
し
て
い
く

か
。

答　

教
育
長　
伝
統
文
化
を

継
承
す
る
人
も
少
な
く
な
る

中
で
そ
の
維
持
に
努
め
て
い

く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
映
像
資

料
と
し
て
こ
の
地
域
の
暮
ら

し
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
も

町
の
重
要
な
施
策
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

郷
土
の
誇
り
を
み
ん
な
で
醸

成
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

地
域
資
源
で
町
に
活
力
を

町
の
歴
史
・
民
俗
を
よ
り
広
く
多
く
の
方
に 

︱ 

教
育
長

にぎわった横田小学校最後の運動会
今後は空き校舎活用が活性化の鍵となるか

大
おお

竹
たけ

一
かず

樹
き

議員の
一般質問
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金山中学校での歴史講座
ふるさと教育の授業で縄文・弥生時代
について宮崎遺跡の遺物で学びました

町
の
資
源
へ
の
開
発
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

町
独
自
の
条
例
制
定
は
不
可
能 

︱ 

町
長

入
に
規
制
は
な
く
、
ほ
ぼ
自

由
に
不
動
産
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
承
知
し
て
る
。

　

町
独
自
で
の
規
制
に
つ
い

て
は
、
法
律
で
外
国
人
や
外

国
資
本
に
よ
る
土
地
取
引
が

制
限
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
町
独
自
に
取
引
き
を
規

制
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
は
不
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、今
後
、

太
陽
光
発
電
や
地
熱
発
電
等

の
開
発
事
業
が
行
わ
れ
る
可

能
性
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る

の
で
、
一
定
規
模
以
上
の
土

地
を
利
用
し
て
開
発
事
業
を

行
う
場
合
な
ど
に
備
え
、
良

好
な
生
活
環
境
及
び
自
然
環

境
の
保
全
、
土
地
利
用
の
適

正
化
に
向
け
て
条
例
等
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

議
員
の
ひ
と
言

地
元
の
資
源
を
守
れ
る
対
策

を
早
急
に

　

今
現
在
、
地
方
の
土
地
資

源
を
狙
い
外
国
人
や
、
資
本

は
外
国
と
い
う
開
発
業
者
・

不
動
産
業
者
が
、
日
本
全
国

の
土
地
建
物
を
買
い
あ
さ
っ

て
い
る
現
状
が
あ
る
よ
う
で

す
。
町
で
も
先
回
り
し
て
、

外
部
か
ら
の
土
地
売
買
に
関

す
る
規
制（
条
件
提
示
）を
設

定
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考

え
は
。

答　

町
長　
現
実
的
に
は
外

国
人
の
日
本
で
の
不
動
産
購
　

金
山
町
の
教
育
に
は
、
金

山
独
自
の
教
育
論
と
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
と
私

は
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
金

山
独
自
に
で
き
る
こ
と
と
す

る
と
、
台
湾
と
の
交
流
の
中

か
ら
早
め
の
国
際
的
な
感
覚

を
身
に
つ
け
る
と
か
、
英
語

に
特
化
さ
せ
る
よ
う
に
携
帯

電
話
の
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
、

日
頃
か
ら
毎
日
英
語
に
触
れ

さ
せ
遊
び
感
覚
で
学
ば
せ
る

方
法
等
、
今
の
日
本
に
は
特

化
し
よ
う
と
す
れ
ば
い
く
ら

で
も
や
れ
る
こ
と
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
金
山
で
し
か
で

き
な
い
本
物
の
少
数
精
鋭
教

育
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

教
育
長　
金
山
町
の
教

育
は
平
成
26
年
に
策
定
さ
れ

た「
奥
会
津
金
山
学
び
の
18

年
」と
い
う
、
他
の
市
町
村

に
比
べ
て
も
際
立
っ
て
優
れ

た
教
育
事
業
実
施
計
画
を
掲

げ
て
い
る
。
乳
幼
児
か
ら
小

学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
ま

で
、
教
育
の
充
実
と
地
域
の

教
育
力
の
再
生
を
通
し
て
18

年
間
に
わ
た
り
将
来
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
当
時
は
非

常
に
画
期
的
な
内
容
で
あ

り
、
令
和
２
年
度
に
は「
郷

土
を
担
う
心
豊
か
な
人
間
の

育
成
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
策
定
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
時
代
の
変
化
に

伴
い
教
育
の
在
り
方
も
変
化

し
、
変
化
の
激
し
い
社
会
で

生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
、
単
に「
知
識
・
技
能
」

を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

や「
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
」と
い
っ
た
要
素

を
含
む
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た「
確
か
な
学
力
」を
育
む

こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、「
奥
会
津
金
山
学
び
の

18
年
」を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
、
子
ど
も
た
ち

が
持
つ
能
力
を
い
ろ
い
ろ
な

教
育
手
法
で
伸
ば
し
、
世
界

に
通
用
し
活
躍
で
き
る
児
童

・
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
の
ひ
と
言

教
育
に
情
熱
と
つ
な
が
り

を
！

金
山
町
の
教
育
に
お
け
る
少
数
精
鋭
教
育
と
は

「
奥
会
津
金
山
学
び
の
18
年
」
を
推
進 

︱ 

教
育
長

坂
ばん

内
ない

　譲
ゆずる

議員の
一般質問
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道路除雪用の除雪ドーザー
町民の足の確保に努めています

問
①　

除
雪
体
制
の
強
化
策

と
効
率
化
策
に
つ
い
て
。

答　

町
長　
直
営
や
委
託
の

人
員
確
保
、
待
遇
の
改
善
や

除
雪
作
業
の
効
率
化
、
日
頃

の
除
雪
機
械
の
点
検
な
ど
、

豪
雪
に
備
え
た
体
制
を
維
持

・
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
、

今
年
度
は
除
雪
機
械
の
増
強

は
行
な
わ
な
い
が
、
除
雪
車

の
更
新
や
配
置
換
え
、
歩
道

除
雪
の
地
区
へ
の
委
託
を
増

や
す
な
ど
作
業
の
分
担
を
進

め
、
除
雪
作
業
の
一
層
の
効

率
化
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

問
②　

災
害
時
に
お
け
る
住

民
生
活
を
支
援
す
る
体
制
に

つ
い
て
。

答　

町
長　
食
料
や
生
活
必

需
品
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、

川
口
、
中
川
、
横
田
の
３
地

区
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
設
置

し
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

毎
年
、
数
量
の
確
認
と
必
要

に
応
じ
て
更
新
、
補
充
を
行

っ
て
お
り
、
非
常
食
と
し
て

は
、
２
，
０
０
０
食
、
そ
の

他
毛
布
、
タ
オ
ル
、
反
射
式

ス
ト
ー
ブ
等
を
災
害
に
備
え

て
相
当
数
確
保
し
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
時
に
孤
立
集
落

が
発
生
し
た
際
に
は
、
陸
上

輸
送
が
困
難
な
場
合
は
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
緊
急
輸

送
を
要
請
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

問
③　

情
報
共
有
と
住
民
、

観
光
客
へ
の
周
知
と
住
民
へ

の
日
頃
の
備
え
や
自
助
の
重

要
性
の
周
知
の
啓
発
活
動
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

町
長　
積
雪
状
況
や
道

路
情
報
、
只
見
線
の
運
行
状

況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ン
ク
し

て
い
る
サ
イ
ト
で
情
報
を
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
豪
雪
災
害
等
の
対

策
に
は
、
住
民
の
日
頃
か
ら

の
備
え
が
重
要
と
な
る
の
で
、

停
電
や
水
道
管
の
凍
結
に
備

え
て
、
あ
ら
か
じ
め
３
日
分

の
食
料
や
非
常
用
暖
房
器
具

等
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
、
広
報
誌
等
に
よ
り

継
続
的
に
周
知
し
て
い
く
。

議
員
の
ひ
と
言

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
者
数

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

冬
期
に
お
け
る
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

豪
雪
に
備
え
た
道
路
除
雪
体
制
の
維
持
を
図
る 

︱ 

町
長

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
課
題
が
多
い 

︱ 

町
長

問
②　

サ
ル
対
策
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
は
ど
の
よ
う
な
支
援
や
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

町
長　
被
害
防
止
対
策

の
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る

人
材
が
必
要
で
、
そ
の
方
を

中
心
に
追
い
払
い
活
動
や
捕

獲
に
至
る
ま
で
、
地
区
住
民

が
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
中
心
と
な
る
人
材
に
つ

い
て
は
、
狩
猟
免
許
を
取
得

し
、
３
年
以
上
狩
猟
経
験
を

積
ん
だ
後
、
猟
友
会
金
山
分

会
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
町
が

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
任
命
し

た
後
、
隊
員
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
に
な
る
。
狩
猟
免
許

の
取
得
が
被
害
防
止
対
策
に

つ
な
が
る
も
の
な
の
で
、
実

際
に
農
業
被
害
を
受
け
て
い

る
方
々
な
ど
に
狩
猟
免
許
を

取
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
町
と
し
て
も
広
報
活
動

や
声
か
け
な
ど
に
努
め
て
い

く
。

議
員
の
ひ
と
言

熊
に
気
を
つ
け
よ
う
！

問
①　

サ
ル
被
害
対
策
で
Ⅰ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
群
れ
の
位

置
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
新
た

な
技
術
や
手
法
に
つ
い
て
の

町
の
検
討
状
況
は
。

答　

町
長　
捕
獲
後
発
信
機

を
装
着
し
、
放
獣
し
群
れ
に

戻
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
な

る
。
捕
獲
が
難
し
い
こ
と
な

ど
課
題
も
多
く
、
町
有
害
鳥

獣
捕
獲
隊
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

加
か

藤
とう

夕
ゆう

子
こ

議員の
一般質問
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議
会
活
動
報
告

■
金
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会

　

９
月
26
日
、
栗
城
篤
義
会
長
は
じ
め
職
員
に
出
席
い
た

だ
き
、
協
議
会
の
事
業
内
容
の
説
明
、
事
業
の
現
状
・
課

題
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

除
雪
対
策
事
業

（
現
状
）

⃝
�

高
齢
者
及
び
母
子
世
帯
等

除
雪
対
策
事
業
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
の
調
整

⃝
�

除
雪
事
業
者
と
地
区
組
織

（
モ
デ
ル
地
区
）と
の
調
整

な
ど

（
課
題
）

⃝
�

作
業
員
の
高
齢
等
に
よ
る

人
材
不
足

⃝
�

町
外
事
業
所
へ
の
依
頼
作

業
実
施
に
日
数
が
か
か
る

⃝
�

適
切
な
作
業
単
価
設
定
が

必
要　

な
ど

出席者の皆さん

除
草
対
策
事
業

（
現
状
）

⃝
�

ゆ
う
ゆ
う
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
で
依
頼
時
に
実
施

（
課
題
）

⃝
�

人
材
登
録
者
が
少
な
い

介
護
事
業

（
現
状
）

⃝
�

訪
問
介
護
・
入
浴
介
護
事

業
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
実
施

⃝
�

人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者

の
減
少

⃝
�

ヘ
ル
パ
ー
確
保
が
難
し
い

（
有
資
格
者
）

（
課
題
）

⃝
�

人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者

の
減
少

⃝
�

利
用
者
数
の
減
少
に
よ
り

在
宅
介
護
は
難
し
い

町
に
と
っ
て
の
社
会

福
祉
協
議
会
と
は

（
現
状
）

⃝
�

民
間
組
織
で
あ
る
が
、
必

ず
市
町
村
が
設
置

⃝
�

自
主
財
源
は
、
会
費
や
寄

付
金
等
で
、
補
助
金
・
受

託
金
で
経
営

⃝
�

柔
軟
な
対
応
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
る

（
課
題
）

⃝
�

人
材
確
保
・
育
成

■
旧
横
田
小
学
校
跡
地
活
用
施
設
見
学

　

10
月
９
日
、
町
の
旧
横
田
小
学
校
の
現
在
の
施
設
状
況

等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

町
担
当
課
か
ら
の
説
明

⃝
�

建
築
は
１
９
７
９
年

⃝
�

平
成
22
年
度
に
耐
震
工
事

⃝
�

主
要
な
教
室
に
エ
ア
コ
ン

設
置
済（
11
室
）

⃝
�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
済

⃝
�

体
育
館
、
プ
ー
ル
使
用
可

（
現
在
の
進
捗
に
つ
い
て
）

⃝
�

財
産
処
分
に
つ
い
て
県
担

当
課
等
と
調
整
中

⃝
�

公
募
の
募
集
を
進
め
る
予

定議
会
か
ら

⃝
�

有
効
的
な
利
活
用
と
周
辺

地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
意
見
を
汲
み

取
り
な
が
ら
、
な
る
べ
く

早
く
方
向
性
を
だ
し
て
欲

し
い
。

担当者より説明を受ける

「議会への手紙」を受け付けております
　金山町議会基本条例には、第４条議会の責務において「町民の多様な意見を把握し、政策形
成に適切に反映できるよう、町民参加の機会の拡充に努める」こととなっています。
　町議会に対する町民の皆様の意見・提言を受け付けています。また、必要に応じて回答い
たします。
※特定の個人、団体を誹謗中傷するものは
　受け付けません。
（郵 便）の場合
〒968-0011	 金山町大字川口字谷地393
	 金山町議会議長　宛
（ＦＡＸ）の場合　
　０２４１－５４－５３４５　
（電子メール）の場合
　gikai@town.kaneyama.fukushima.jp 

新型コロナウイルス感染症対策に対する
町民からの要望書（令和２年５月）

⃝
�

社
協
が
実
施
す
る
事
業
、

役
割
の
共
通
理
解
が
必
要

⃝
�

他
に
、
身
寄
り
の
な
い
人

の
対
応
、
人
材
育
成
・
確

保
な
ど
に
つ
い
て　

意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

身
近
な
こ
と
で
す
が
、
分

か
ら
な
い
事
も
あ
り
、
大
変

勉
強
に
な
り
、
要
望
等
を
含

め
有
意
義
な
意
見
交
換
会
と

な
り
ま
し
た
。
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偶
然
が
消
え
て
い
く

ごあんない
〔
発
行
責
任
者
〕

議　
　

長　

五
ノ
井
義
一

〔
編
集
委
員
〕

　

委
員
長　

横
田　

正
敏

　

副
委
員
長　

安
藤　

雅
朗

　

委　
　

員　

坂
内　
　

譲

　
　

〃　
　
　

大
竹　

一
樹

　

次
回
、
金
山
町
議
会
だ
よ

り
第
２
３
２
号
は
、
２
月
上

旬
ご
ろ
発
行
の
予
定
で
す
。

来
春
行
わ
れ
る
Ｗ
Ｂ
Ｃ（
野
球
の
世
界
大
会
）が
、
有
料
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
独
占
配

信
さ
れ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
に
開
催
さ
れ
た
同
大
会
は
、
多
く
の
実
力
選
手
が
出
場
し
、
決
勝
は
日
本
対
ア
メ

リ
カ
と
い
う
、
野
球
世
界
一
を
決
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
カ
ー
ド
と
な
り
、
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
を
ザ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
偶
然
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
を
見
て
フ
ァ
ン
に
な
っ

た
り
、
野
球
を
始
め
た
お
子
さ
ん
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
偶
然
は
、
２

０
２
６
年
大
会
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
能
動
的
に
配
信
サ
イ
ト
と
契
約
を
し
な
け
れ
ば
、

観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
日
常
か
ら「
偶
然
の
出
会
い
」が
消
え
つ
つ
あ
る
と
い

う
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
偶
然
入
っ
た
本
屋
で
無
作
為
に
手
に
取
っ
た
本
か
ら
新
し
い
知
識
を

得
た
り
、
道
に
迷
っ
て
人
に
尋
ね
る
こ
と
で
会
話
が
生
ま
れ
た
り
、
と
い
っ
た
受
動
的
な
偶
然
が
、

私
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、
社
会
の
一
体
感
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の「
偶
然
の
喪
失
」は
、
私
た
ち
の
意
見
や
主
張
を
先
鋭
化（
分
極
化
）さ
せ
る
大
き
な
要
因
と

な
り
得
ま
す
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム（
手
順
や
処
理
方
法
）が
作
る「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」や
、
同
じ
意

見
の
人
々
が
集
ま
る「
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象
」*
*
の
中
で
は
、
自
分
と
異
な
る
考
え
方
や
情

報
と
の「
偶
然
の
衝
突
」が
起
こ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
自
分
の
信
念
を
補
強
す
る
情
報
ば
か
り

に
触
れ
、
確
証
バ
イ
ア
ス
が
強
化
さ
れ
、「
自
分
の
考
え
は
絶
対
に
正
し
い
」と
い
う
思
い
込
み
に

陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
社
会
全
体
の
対
立
や
分
断
を
深
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

近
年
、
国
内
外
で
強
く
鋭
い
言
葉
を
使
い
分
断
を
煽
り
、
民
衆
を
引
き
付
け
る
政
治
手
法
が
目

に
付
き
ま
す
。
民
主
主
義
の
基
本
は
対
話
で
あ
り
、
対
話
は
勝
ち
負
け
を
決
め
る
た
め
に
行
わ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
の
考
え
を
理
解
し
、
共
に
生
き
る
た
め
の
手
段
な
の
で
す
。

偶
然
が
無
く
な
り
か
け
て
い
る
社
会
で
、
よ
り
一
層
他
者
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
対
話

を
大
切
に
し
、
町
政
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
安
藤
雅
朗
）

研修会参加の議会議員

町村議会議員研修会
　10月20日、郡山市のビックパレットで開催された
研修会に参加し、「議会改革・議会の活性化について」
「今後の政局・政治展望」について研修してきました。
　議会のデジタル化、議会改革の必要性を再認識して
きました。また、世界的にも珍しくない、現在の国政
での少数与党の不安定さと政策協議の難しさについて
の興味深い話もありました。

次回の定例会は、１２月５日ごろ開会の予定です。
一般質問は１２月８日ごろからとなります。
「開かれた議会」を目指しておりますので、皆様お気軽に
傍聴においで下さい。
○役場１階の受付で「傍聴券」を受け取り４階の議場に
　おいで下さい。


